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1． はじめに 
 トカマク装置において外部から弱い回転ヘリカル摂動磁
場を印加することにより，周辺プラズマを制御する動的エ
ルゴディックダイバータ (Dynamic Ergodic Divertor：DED) 
が提案されている[1]。本研究室ではこれまでに小型トカマ
ク装置 CSTN-IV における DEDの基礎研究として，特にト
カマクプラズマへの回転ヘリカル摂動磁場の浸透過程につ
いて詳細な評価をおこない，磁場浸透を議論する際に，磁
気島の形成によるプラズマ電流の再分配の効果が重要とな
ることを明らかにしている[2]。磁気島の形成にはプラズマ
の温度と磁場強度が重要となるため，高温・強磁場のプラ
ズマにおいては，異なる応答が予想される。そこで，本研
究では CSTN-IVに対して高温・強磁場のプラズマが生成可
能な小型トカマク装置 HYBTOK-IIにおいて DEDの基礎研
究をおこなうことを目的としている。 
2． 実験装置 
 HYBTOK-IIは大半径 40 cm，小半径 12.8 cmの 16分割さ
れた真空容器を持ち，回転ヘリカル摂動磁場発生用の局所
ヘリカルコイルはそのうちの 8 ヶ所に設置されている。コ
イルはポロイダルモード数m = 6，トロイダルモード数 n = 1
となるように設置し，特にポロイダル方向全周に設置して
いるため，現在 DED実験が計画されている TEXTOR (独) 
[3] のように強磁場側のみのコイル形状に対して，磁場のモ
ード数の拡がりが少なく，モード純度が高いという特徴を
有する。また，コイル形状に起因するエラー磁場を取り除
くような巻き戻しを加えることで，モード純度の向上もお
こなっている[4]。 
3． 回転ヘリカル摂動磁場の浸透過程 
 回転ヘリカル摂動磁場は真空容器中に磁気プローブを挿
入することにより，磁場の半径方向成分（B

 ～

r）とポロイダ
ル方向成分（B

 ～

θ）を計測する。プラズマ中への浸透過程の
評価は真空中での計測値とプラズマ中での計測値を比較し
ておこなう。また，本実験の条件は，プラズマ電流 4.9 kA，
トロイダル磁場 0.27 T，共鳴面における電子温度・密度は
それぞれ 20 eV，1.3×1018 m-3である。 
 図 1 に回転ヘリカル摂動磁場の径方向分布を示す。回転
ヘリカル摂動磁場のポロイダル回転の向きは，イオンの反
磁性ドリフトと同じ向きを case I とし，電子のそれと同じ
向きを case IIとする。また, 両者とも周波数は 25 kHzにし
ている。この結果から，同じ周波数においても，摂動磁場
の回転の向きによって磁場の振る舞いに大きな差があるこ
とがわかり，特に case IにおいてはB

 ～

rに遮蔽が見え始めて
いる。これは，共鳴面におけるプラズマと回転ヘリカル磁

場の相対速度に起因するものと考えられる。 
 講演では，プラズマと回転ヘリカル磁場の相対速度を考
慮し,浸透過程の周波数特性について報告する。 
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図1　 case I と case II における Br と Bθの半径方向分布
Fig.1. Radial distributions of oscillating Br and Bθ
in the cases I and II.
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